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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文で報告されている先天性白内障マウスは,BALB/CとSTS/Aマウスを先祖系統とするCXSリ
コンビナント近交系マウス14系統のうちCXSN/A系統に突然変異として発見された｡このマウスは生後
35-60日齢で白内障を自然発症し,生後45-100日齢には水晶体後嚢が破裂し,水晶体核と皮質が前房,級
房および硝子体内に偏位する｡ 白内障の初発部位は後極皮質で,水晶体繊維の不規則な膨化が光学顕微鏡
で認められた｡更に電子顕微鏡による観察で破嚢前から後極部皮質の水晶体繊維が膨化変性し,水晶体嚢
と分離しているのが確認された｡本先天性白内障マウスの遺伝様式は,常染色体性単一劣性遺伝で,同じ
常染色体性劣性遺伝を示すナカノ白内障マウスとは遺伝子座が異なり,連鎖も認められなかった｡本白内
障マウスの系続名をRLC,遺伝子名を ruptureoflenscatarlaCi(rlc)と命名し,この遺伝子を第14番染
色体上にマッピングした｡
以上の研究は本白内障マウスが,ヒトにおける先天性白内障の原因および水晶体の基本構造の解明に役
立つすぐれたモデル動物であることを示している｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年1月20日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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